接着性レジンセメントで装着されたメタルコアとレジンコアの15年間のコホート研究 by Hikasa, Takayuki
論 文 要 旨 等 報 告 書
氏 名 章
??
授 与 した 学 位 博 士
専攻分野の名称 歯 学
学位授 与の番 号 博 甲 第 4095号
学位授 与の 日付 平 成 2 2 年 3 月 2 5 日
学位授与の要件 医歯薬学総合研究科機能再生･再建科学専攻(学位規則第4条第1項該当)




論 文 審 査 委 員 教授 撞木 拓男 教授 皆木 省吾 教授 森田 学












1.調査対象 :対象は,1988年 4月から 1991年 12月の間に岡山大学歯学部附属病院第
1補綴科で支台築造が施 され,支台築造記録プロトコル (コアカルテ)に記録 された
全患者 1024名.(2174本)である｡これ らから,患者 ID,患者氏名が記載されてい
ないもの,診療録の記載(コアの種類)と診療録内容に不一敦が認められたものを除外 し
た結果,最終対象は 991名 (2124本) となった｡ この うち直接法のレジンコア
で築造された患者は794名 (1752本),鋳造メタル コアが装着 された患者 は 197
名 (372本)であった｡
2.支台築造の方法 :メタルコアは,間接法にて作成 した鋳造コアをPanaviaE‡○(ク
ラレ社)または SuperBondC&Bo(サンメディカル社)を用いて装着 した｡ この際
の根管 ･歯面処理は,PanaviaEXoを用いた場合には,藤田の方法に従って,40%
正 リン酸 30秒,10%次亜塩素酸 60秒,clearfilNewBond●(クラレ社)もしくは
clearfilPhotoBondo(クラレ社) とした｡また,SuperBondC&Boを用いた場合に
は,10-3処理を行った.レジンコアは,PanaviaEXoで ADポス ト (クラレ社)を
根管内に装着 し,フォ トコア (クラレ社)を用いて直接法で レジン築造 した｡
また,支台築造は 45人の歯科医師 (歯科医師経験年数 5年 目以上/未満 :6人/39
人)が行ってお り,支台築造の種類選択は担当医が行った｡
3.生存 ･非生存の判定 :診療録に記載されている築造処置を行った日を観察開始日とし,




























3. リスク因子の同定 :cox比例ハザー ドモデルによると,年齢が高いこと (jt.0380),
男性であること (i(.0001),メタルコアであること (Jt.0186),歯冠部の残存歯











































た.しかし,全数調査によるコホー ト研究は,多変量解析 (Cox比例ハザー ドモデ
ル)を用いることで,既知の測定できる交絡因子を調整 し,ベースライン特性の補
正を行 うことにより診療環境を想定した研究デザインとして,近年多くの研究で採
用されている.本研究も適切な研究デザインにより全数調査を行い,統計解析にCox比
例ハザー ドモデル用いることで診療環境を想定したものとなってお り,この研究
は歯科臨床において非常に有意義な研究である.
よって本論文は博士 (歯学)の学位授与に十分値するもとの判断した.
